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１ 電話相談の概要

（１）相談件数 いつでも子育てほっとラインは、平成２２年度

に設置している。初年度の相談件数は１，３１４

件であり、フリーダイヤル化した平成２３年度以

降、相談件数は大幅な伸びを示している。

また、７年目となる平成２８年度については、

３，０６４件と前年度よりやや減少したものの、

依然として多くの相談が寄せられている状況であ

る。

なお、中央児童相談所では、いつでも子育てほ

っとラインのほか虐待対応のため２４時間３６５

日電話を受け付けているが、ここでは、いつでも

子育てほっとライン（０１２０－４６２－１１０）

について分析を行うものである。

※相談件数の推移

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

いつでも子育てほっとライン 1,314 2,359 3,011 3,147 2,736 3,628 3,064

（０１２０－４６２－１１０）

中央児童相談所 1,192 785 854 737 575 1,166 1,524

（０９７－５４４－２０１６）

合 計 2,506 3,144 3,865 3,884 3,311 4,794 4,588

（２）相談者の分類

・相談者の内訳は、母親からの相談が全体の

９２％と圧倒的に多く、父親からの相談割合

は全体の２．１％程度である。

・このことから、家庭において子育ての中心

的な役割を担っているのは母親であり、県内

には子育てや育児の悩みを一人で抱えている

母親が多数存在していることがうかがえる。

・子育て中の母親を孤立させないためにも、

父親のさらなる育児参加等の取組を進めてい

く必要がある。
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２ 電話相談の分類

（１）相談者の心情に沿った分類

①相談者の心情が見えやすくなるように、３，０６４件の相談を相談者自身の意図・心情に

沿って分類を行った。

②分類と件数及び割合は以下のとおりである。さらに、中分類ごとに具体的な主訴に分類し

た。

大分類 中分類

件数及び割合 相談件数 相談割合

Ａ子育ての方法等についての問い合 ４８１件 Ⅰ子育ての方法 ４８１件 １５．７％

わせ（＝必要な情報の提供） (１５．７％)

Ｂ子どもの発育、しつけ、交友関係 ９０９件 Ⅱ発達 ６２件 ２．０％

等子どもの心配事が主なもの (２９．７％)

（＝相談員が一緒になって考える）

Ⅲしつけ ７３２件 ２３．９％

Ⅳ交友関係 １１５件 ３．８％

Ｃ保護者（特に母親）の子育てへの １，６３２件 Ⅴ子育て不安 ５２６件 １７．２％

不安、家族関係、孤立感、疾病等、 (５３．２％)

相談者自身の不安が主なもの

（＝傾聴に徹し慰め、励ます） Ⅵ家族関係 ２１２件 ６．９％

Ⅶ孤立感 １２１件 ３．９％

Ⅷ疾病等 ７７３件 ２５．２％

Ｄ緊急対応が必要と判断されるもの １７件 Ⅸ児相への通告 １７件 ０．６％

(０．６％)

Ｅその他 ２５件 Ⅹその他 ２５件 ０．８％

(０．８％)

合 計 ３，０６４件 ３，０６４件 １００％

（１００％）



（２）分類の考え方

Ａ 子育ての方法等についての問い合わせ

・主に乳幼児の健康相談や育児に関する行政サービスについての相談であり、救急医療機

関や市役所等の他機関紹介や子どもの健康・成長過程の基礎知識の助言等が主なもので

ある。

Ｂ 子どもの発育、しつけ、交友関係等子どもの心配事が主なもの

・子どもの行動、性格、接し方、嘘や非行、友達との関係等について悩む親からの、子ど

もについての相談が主である。

・例えば相談件数の多い「言うことを聞かない」は、主に幼児期から小学校低学年にかけ

ての親の注意を聞かない子どもや、止まらない兄弟げんかに悩む親からの相談である。

成長過程の子どもの反抗に頭を悩ませる相談者と反抗の原因について一緒に考える過程

の中で、成長に伴う子どもの自我の目覚めや、身体は大きく見えてもまだ甘えたい年頃

である子どもの心情などについての助言をしている。

Ｃ 保護者（特に母親）の子育てへの不安、家族関係、孤立感、疾病等、相談者自身の不安

が主なもの

・子どもに愛情がもてない自分はおかしいのではと悩んだり、自身の子どもを強く叱った

り叩いたりする自分が嫌になった、家族や近隣の人と揉めている、障がいの影響で子育

てがきついなど、悩みの主体が子どものことよりも主として相談者自身であるものを分

類している。

・内容が複雑な場合が多く有効な解決策を相談員が助言することが難しい相談も多いが、

そんな場合も相談者の立場に寄り添い傾聴し、慰め励ますようにしている。

Ｄ 緊急対応が必要と判断されるもの

・電話相談のうち電話対応や他機関紹介ではなく、児童相談所により組織的に対応するこ

とが必要と判断されたものである。

・子どもへの虐待の通報、あるいは子どもの非行や家庭内暴力からの助けを求める電話、

父のＤＶによる母子の保護、経済的に困窮した家庭の子どもの緊急保護などである。

Ｅ その他

・上記までの項目は主に子どもを養育する保護者からの電話であるが、この項目は上記の

項目に分類できない、保護者ではないものからの相談である。

・児童本人からの相談は自分の健康や学業、いじめに関する相談などがある。

・電話相談の特性上いたずら電話が架かることが避けられず、性的ないたずら電話なども

見受けられる。



（３）具体的な相談内容

・中分類「Ⅷ疾病等」：７７３件

「母親自身に精神障がいや発達障がいがあり、子育てが辛い」、あるいは「子育てに関連し

た、または生活や仕事に関する不安の訴え」である。

実際には、その大部分が「特定の相談者による頻回で不定期的な不安の訴え」であり、相談

件数としては多いが対象児童数はかなり少ない。

・中分類「Ⅲしつけ」：７３２件

兄弟喧嘩やイヤイヤ期、反抗期の子どもへの対応や、逆におとなしい性格の子どもの心配、

嘘をつく子どもにどう対応したらいいかなどという相談である。

・中分類「Ⅴ子育て不安」：５２６件

子どもというよりも親自身（特に母親）が問題を感じている相談であり、親の気持ちに寄

り添いながら傾聴している。

・中分類「Ⅰ子育ての方法」：４８１件

主に乳幼児期の児童の健康や体調、行動等が心配だという相談であり、大人と異なる乳幼

児の体調や生活リズム等について助言している。ごく基礎的と思えるような質問も多くあり、

育児経験に乏しく身近に相談できる相手がいない状況がうかがえる。



３ 相談の分析

（１）月別・曜日別相談件数と時間帯別相談件数
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①月別では、進入学などで環境の変化が大きい４、５月が多かった。また、４月に発生した熊

本地震に関連する心配、不安などの相談も見られた。

②曜日別では、休み明けの月曜日が特に多かった。

③時間帯別では、家族が出かけた後の時間帯である午前８時過ぎ頃と、子どもが帰宅して本格

的に家事を始める時間帯である１７時頃に相談電話のピークがある。
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（２）相談所要時間

【平均相談時間内訳】 【大分類Ａ：４８１件】 【大分類Ｂ及びＣ：２，５４１件】

①平均相談時間は、１件につき約１８分である。

②大分類Ａでは、必要な情報の提供であるため、７割強の相談が１０分以内である

③大分類Ｂ及びＣでは、相談員が話を傾聴し一緒になって考えるため、半数以上の相談が１５

分を超えるなど相談時間が長くなっている。

（３）相談のあった児童の学籍別内訳

①未就学児童についての相談が約４割を占めてお

り、これは、乳幼児の体調や行動に関する相談が

多いことや、子どもの発育、しつけなど乳幼児に

関する心配や悩みが多いためである。

②小学生の相談も増えており、これは、就学によ

って学習面や友達関係の悩みが増えるためと考え

られる。

（４）電話相談への対応

他機関紹介（１４．２％)

電話対応(８５．７％)

訪問・面接等(0.1％)

「電話対応」・・・・・育児の悩みについて相談者の気持ちに寄り添って傾聴し助言したもの

「他機関紹介」・・・・発熱した乳幼児に対応できる救急病院の紹介のように、他の適切な機

関を紹介したもの

「訪問・面接等」・・・必要と判断したケースについて児童相談所、あるいは市町村の担当者

等が相談者に対し改めて連絡や訪問、面接したりしたもの
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（５）市町村別の相談件数

① 県内の各市町村別の相談件数を比較すると、大分市からの相談件数が突出している。

これは児童の数がもともと多いことに加えて、「育児についての悩みを相談できる人が周

りにいない｣という相談が多数あることから、就職や結婚、夫の転勤等で出身地を離れて居住

している家庭が多いことが一因にあると思われる。

また、３ヵ所の子ども家庭支援センター(中央、東部、西部)が設置されていることにより、

いつでも子育てほっとラインを含む子育てサービスに関する情報提供が行えているものと考

えられる。

② 大分市以外の市町村については、年々地域の子育てサービスが充実してきていること、電

話相談によらずとも身近に相談できる者がいる場合も多いことが考えられるが、電話相談の

存在が周知されていないことも考えられる。

今後も引き続き、県や市町村の広報事業等を利用して、いつでも子育てほっとラインをさ

らにＰＲしていく必要があると思われる。

③ 県外からの相談は大分県出身の母親からの相談や、県出身の児童についての相談が多い。
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（６）「しかる、たたく、きついことばかり言う」という相談（小分類１５：１５３件の分析）

①いつでも子育てほっとラインには、「しかる、たたく、きついことばかり言う」という保

護者からの相談もよせられている（Ｐ４の（３）具体的な相談内容の小分類１５参照）。

②育児・子育てなどに疲れて、「子どもを叩きそうだが、この状態から抜け出したい」とい

う母親からの相談が約９割弱を占めている。

③学籍別児童内訳では、就学前児童が６割近くを占めている。

④このような相談については、居住地近くの地域子育て支援センターや児童館などの子育て

支援サービスを紹介するほか、深刻度合いによって、児童相談所への通所や市町村相談員

・保健師の訪問へつなぐなどの対応をとることもある。

【相談者内訳】 【学籍別児童内訳】
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４ 電話相談の効果

（１）電話相談に至った原因をみてみると、そこにあるのは多くの心配、戸惑い、苛立ちや自信

喪失である。

・乳幼児の健康の心配

・子どものしつけ方や反抗期の行動についての戸惑い

・子育てに関する夫や家族の無理解

・育児に関する自信喪失や漠然とした不安と苛立ち

・育児と仕事の両立が難しいなどの悩み

（２）特に具体的な問題が生じているわけではないので困りごととして児童相談所には相談しに

くいが「誰かに悩みを聞いてほしい」という、育児に悩む相談者（特に母親）の受け皿とし

て「いつでも子育てほっとライン」が機能している様子がうかがえる。

（３）また、知識としては知っているが、自分自身の不安な気持ちから落ち着かない時に、相談

員から自身の子育てを認めてもらうことで安心する相談者も多い。

（４）子育て相談は、必ずしも一度の電話で問題が解決するわけではないので、子育てや家庭生

活に不安が生じたときに何度も電話をしてくる相談者も多い。その中には、子どもを叩きそ

うになると電話をかけて気持ちの安定を保っている人も少なくない。

（５）２４時間の電話相談という特徴から、「インターネットで知った、大分県とは関係ない者

だが話しを聞いてもらえないだろうか」などという育児に悩む他県の母親からの相談も見受

けられた。

５ まとめ

全体の相談件数は昨年より減少しているのは、児童家庭支援センター等の相談機関や地域

の子育てサービスの充実が図られていることなどが考えられる。しかしながら、６割の相談

電話は日中の時間帯の相談であることから、育児について日中にも相談する相手が少ない、

あるいは相談相手がいないという母親が、まだ多く存在している状況がうかがえる。

夜間などの時間帯は「いつでも子育てほっとライン」が対応するのは当然であるが、日中

の時間については、より身近な機関において相談者（特に母親）の不安の受け皿となれるよ

うな取組をすすめていく必要があると思われる。特に、未就学の児童を養育している母親が

「子どもを叩きそうだ（叩いてしまった）」という助けを求める相談をよせることもあるこ

とから、父親の育児参加など母親を孤立させないような取組も必要であろう。

県においては、今後も電話相談の内容や傾向等の分析を行い、子育てに関する困りの現状

や支援ニーズなどを把握し情報提供を行うなど、関係機関との連携強化に取り組んでいきた

い。
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